
予
算
書
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

　
令
和
元
年
度
の
須
恵
町
予
算
書
を
役
場
３

階
の
総
務
課
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
予
算
書
は
ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

須
恵
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

　
　
　

歳
入

　
町
税
は
３
・
８
％
増

　
地
方
交
付
税
は
７
・
５
％
減

▼
歳
入
の
内
訳
〈
グ
ラ
フ
１
〉

　  

ポ
イ
ン
ト
①

　
財
源
の
割
合

　
自
主
財
源（
町
税
・
繰
入
金
な
ど
）

　
44
・
６
％

　
依
存
財
源（
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
）

　
55
・
４
％

　
こ
の
よ
う
に
財
源
の
半
分
以
上
は
、
国
や
県

の
交
付
金
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　  

ポ
イ
ン
ト
②

　
町
税

　
人
口
の
伸
び
に
伴
い
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税

共
に
増
加
。

　
前
年
度
と
比
べ
町
税
全
体
で
１
億
7
5
9
万 

９
千
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　  

ポ
イ
ン
ト
③

　
繰
入
金

　
家
庭
の
預
貯
金
に
相
当
す
る
財
政
調
整
基
金

な
ど
か
ら
５
億
円
を
取
り
崩
し
、
歳
出
予
算
を

実
施
す
る
う
え
で
不
足
す
る
財
源
に
充
て
る
予

定
で
す
。

　
　
　

歳
出

　 

総
務
費
は
４
億
５
９
５
万
６
千
円（
43
・
７
％
）増

　
普
通
建
設
事
業
費
は
５
億
２
６
２
７
万
７
千
円

　
（
１
５
６
・
２
％
）増

▼
歳
出（
款
別
）の
内
訳
〈
グ
ラ
フ
２
〉

　  

ポ
イ
ン
ト
①

　
依
然
多
い
民
生
費
割
合

　
児
童
手
当
、
児
童
福
祉
、
後
期
高
齢
者
医
療
や

介
護
保
険
の
負
担
金
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
、
各
種
医
療
費
な
ど
を
支
出
す

る
民
生
費
が
、
歳
出
全
体
の
39
・
２
％
と
前
年
度

か
ら
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
も
の
の
、
依
然

と
し
て
最
も
多
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
一
般
管
理
費
、
財
産
管
理
費
、
電
算
管

理
費
な
ど
を
支
出
す
る
総
務
費
が
14
・
９
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
総
務
費
の
増
は
庁
舎
非
常
用
電

源
設
備
等
改
修
工
事
、
多
目
的
公
園（
仮
称
）造
成

工
事
、
包
括
業
務
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
で
す
。

▼
歳
出（
性
質
別
）の
内
訳
〈
グ
ラ
フ
３
〉

　  
ポ
イ
ン
ト
②

　
普
通
建
設
事
業
費
割
合
が
増

　
投
資
的
経
費
が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
、
防

災
行
政
無
線
整
備
工
事
、
庁
舎
非
常
用
電
源
設

備
等
改
修
工
事
、
須
恵
第
三
小
学
校
校
舎
外
壁
・

防
水
改
修
工
事
な
ど
の
大
き
な
事
業
を
予
定
し

て
る
た
め
で
、
前
年
度
よ
り
も
５
・
５
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費（
扶
助
費
、
人
件
費
、
公
債
費
）は
、

扶
助
費
の
増
に
よ
り
金
額
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
投
資
的
経
費
の
増
加
に
よ
り
構
成
比
は
39
・

４
％
で
前
年
度
よ
り
３
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
が
３
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
89
億
６
千
万
円（
対
前
年
度
比
12
・
０
％
増
）で
す
。

国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水
道
事
業
、
水
道
事
業
な
ど
を
含
む
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
総
額
は

54
億
９
９
６
９
万
円
で
、
須
恵
町
の
当
初
予
算
総
額
は
１
４
４
億
５
９
６
９
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
７
・
６
％
増
に
な
り
ま
す
。

※ 

3
月
定
例
議
会
で
は
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
と
し
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
元
号
改
正
に
伴
い
、
令
和
元
年
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和元年度

予算

 

令
和
元
年
度 

当
初
予
算

一
般
会
計 

89
億
６
千
万
円 

 

（
対
前
年
度
比
12
・
0
％
増
）

会　計　名 今年度予算額 対前年度比較（％）

一般会計 89億6,000万円 12.0

特
別
会
計
な
ど

国民健康保険 31億2,800万円 3.2

後期高齢者医療 3億5,400万円 8.6

公共下水道事業 11億1,700万円 △ 5.6

農業集落排水事業 9,900万円 16.5

水道事業 8億　169万円 △ 1.2

特別会計など小計 54億9,969万円 1.2

合    計 144億5,969万円 7.6

一般・特別会計別予算額
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歳出予算の主な内容

歳 入
89億6000万円

(100)

自主財源
40億259万

7000円 
(44.6)

依存財源
49億5740万

3000円
(55.4)

町  税
29億4107万

5000円
(32.8)

町債
9億7780万円

(10.9)

国庫支出金
9億6052万

9000円
(10.7)

地方交付税
17億600万円

(19.0)

繰入金
5億6000円(5.6)

その他
2億283万5000円(2.2)

使用料および手数料
1億3649万1000円(1.5)

分担金および負担金
1億2219万円(1.4)

その他
1億5650万円(1.9)

県支出金
6億3357万

4000円
(7.1)

地方消費税交付金
5億2300万円(5.8)

繰越金
1億円(1.1)

歳 出
89億6000万円

(100)

民生費
35億985万2000円

(39.2)

衛生費
8億7469万5000円

(9.8)

教育費
9億7832万
3000円
（10.9）

総務費
13億3397万
2000円
(14.9)

土木費
6億1116万
8000円
(6.8)

公債費
5億5608万7000円(6.2)

消防費
7億6028万5000円

(8.5)

農林水産業費
1億6824万9000円(1.9)

議会費
1億1403万7000円(1.3)

その他
5333万2000円(0.5)

歳 出
89億6000万円

(100)

義務的経費
35億3459万
9000円
(39.4)

投資的経費
8億6648万
2000円
(9.7)

その他の経費
45億5891万
9000円
(50.9)

扶助費
16億7918万6000円

(18.7)

人件費
12億9932万
6000円
(14.5)

公債費
5億5608万
7000円
(6.2)

普通建設事業費
8億6312万2000円

(9.6)

災害復旧費
336万円(0.1)

その他
8794万円(1.0)

補助費など
11億2836万
6000円
(12.6）

繰出金
13億6068万
8000円
(15.2)

物件費
19億8192万円
5000円
(22.1)

歳 入 の 内 訳グラフ1
※（　　）は%

歳出（款別）の内訳グラフ2
※（　　）は%

歳出（性質別）の内訳グラフ3
※（　　）は%

教
育
・
文
化

少人数指導・スクールソーシャルワーカー 3,904万円

要保護及び準要保護児童生徒扶助費 3,844万円

小・中学校パソコン借上料 3,260万円

給食調理等業務委託料 5,501万円

須恵第三小学校校舎外壁・防水改修工事 8,567万円

中学校ランチサービス業務委託料 1,900万円

教育施設保全計画策定業務委託料 1,052万円

文化会館外壁修繕工事請負費 700万円

久我記念館・歴史民俗資料館管理運営費 685万円

運動公園管理運営費 1,842万円

校区コミュニティ推進費補助金 493万円

生
活
基
盤
整
備
な
ど

須恵町外二ケ町清掃施設組合負担金 3億2,853万円

塵芥処理費 2億5,528万円

町道維持費 5,994万円

道路新設改良費 7,850万円

公共下水道事業特別会計繰出金 3億2,008万円

農業集落排水事業特別会計繰出金 5,493万円

粕屋南部消防組合負担金 3億　370万円

防災行政無線整備事業 4億　279万円

福
祉･

健
康
づ
く
り

児童手当 6億2,100万円

アザレア・れいんぼー幼児園費 1億8,293万円

保育園保育実施委託料 2億5,730万円

子ども医療費 8,300万円

障害者福祉、支援費 5億7,879万円

地域包括支援センター運営費 3,558万円

福岡県介護保険広域連合負担金 3億2,340万円

国民健康保険特別会計繰出金 2億8,486万円

後期高齢者医療特別会計繰出金 9,814万円

後期高齢者医療療養給付費負担金 2億7,928万円

住民健康対策、保健事業費 1億9,416万円

産
業
振
興･

そ
の
他

須恵町多目的公園（仮称）造成工事 5,000万円

コミュニティバス運行費 2,320万円

堆肥センター運営管理委託料 1,756万円

農道、水路、ため池補修整備費 1,300万円

個別施設計画策定業務委託料 1,517万円

庁舎非常用電源設備等改修事業 1億1,611万円

包括業務委託料 1億8,920万円

公債費元金利子償還金 5億5,559万円

■ 繰越明許費 

　次の前年度予算を今年度へ繰り越すことが平成30年12月

および平成31年3月定例議会に提案され、可決されました。

●小・中学校空調設備設置事業 2億5,000万円

●保育所等整備事業費補助金 2億1,754万円

※ 繰越明許費とは、経費の性質などの理由により年度内に支出を

終わらない見込があるものについて、議会の議決を得て翌年度

に限り繰り越して支出できるようにする予算です。
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